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ご
存
じ
で
す
か
？
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
悩
ん
で

い
る
人
に
気
づ
き
、
声
を
か
け
、
話

を
聞
い
て
、必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
、

見
守
る
人
の
こ
と
で
す
。
悩
み
を
抱

え
た
人
は
、「
人
に
悩
み
を
言
え
な

い
」「
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
か

わ
か
ら
な
い
」
等
の
状
況
に
陥
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
悩
み
を
抱
え
た
人

を
支
援
す
る
た
め
に
、
周
囲
の
人
々

が
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
し
て
活
動
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
役
割

◯
気
づ
き

　

家
族
や
周
囲
の
人
の
変
化
に
気
づ

い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
生
活
等
の
変

化
は
悩
み
の
大
き
な
原
因
と
な
り
ま

す
。
一
見
、
他
人
に
は
幸
せ
そ
う
に

見
え
る
こ
と
で
も
、
本
人
に
と
っ
て

は
大
き
な
悩
み
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

◯
声
か
け

　

悩
ん
で
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た

ら
、
一
歩
勇
気
を
出
し
て
声
を
か
け

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

声
か
け
の
仕
方
に
悩
ん
だ
ら
、「
眠

れ
て
ま
す
か
？
」「
何
か
悩
ん
で
る
？

良
か
っ
た
ら
話
し
て
」「
何
か
力
に

な
れ
る
こ
と
は
な
い
？
」
等
温
か
み

の
あ
る
声
か
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

◯
話
を
聞
く
（
傾
聴
）

　

本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、
耳
を

傾
け
ま
し
ょ
う
。
相
手
に
真
剣
に
聞

い
て
い
る
と
い
う
姿
勢
が
伝
わ
る
事

が
大
切
で
す
。
そ
し
て
相
手
が
話
し

た
内
容
を
批
判
せ
ず
聴
く
こ
と
が
大

切
で
す
。「
聴
い
て
も
ら
っ
た
だ
け

で
安
心
し
た
」
と
言
う
人
も
多
く
、

傾
聴
は
危
機
に
あ
る
人
の
最
大
の
支

援
で
す
。

◯
つ
な
ぎ

　

早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
よ
う

促
し
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
相
談
す
る
こ

と
で
心
が
落
ち
着
き
解
決
の
糸
口
が

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◯
見
守
り

　

専
門
家
に
相
談
し
た
後
も
、
温
か

く
寄
り
添
い
な
が
ら
、
必
要
が
あ
れ

ば
相
談
に
乗
る
こ
と
を
伝
え
、
じ
っ

く
り
見
守
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

3
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

保
健
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ

　

自
殺
の
多
く
は
、
長
期
に
わ
た
っ

て
「
危
険
因
子
」
が
重
な
り
、
そ
こ

に
き
っ
か
け
と
な
る
出
来
事
が
起

こ
っ
て
実
行
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
自

殺
の
前
に
は
、
何
ら
か
の
サ
イ
ン
が

出
て
い
ま
す
。

自
殺
の
危
険
因
子

・
精
神
疾
患
（
う
つ
病
、
ア
ル
コ

　

ー
ル
依
存
症
、
統
合
失
調
症
等
）

・
病
気
罹
患
へ
の
悩
み

・
近
親
者
と
の
死
別
、
離
別

・
経
済
的
問
題
、
多
重
債
務

・
職
場
の
人
事
異
動
、
失
業
、
リ
ス

　

ト
ラ

・
周
囲
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
が
得
ら
れ

　

な
い

・
過
去
に
自
殺
未
遂
歴
が
あ
る

■ 

問
い
合
わ
せ

・
長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
22
‐
２
８
１
１

・
長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
23
‐
１
１
３
３

 　

消
防
団
は
、「
自
ら
の
地
域
は

自
ら
の
手
で
守
る
」
と
い
う
精
神

に
基
づ
き
、
郷
土
の
安
心
と
安
全

を
守
る
消
防
機
関
の
１
つ
と
し
て

活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
消
防
団
活
動
に

協
力
し
て
い
る
事
業
所
に
対
し
て

「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」

を
導
入
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度

は「
従
業
員
が
消
防
団
員
と
し
て
、

相
当
数
入
団
し
て
い
る
こ
と
」「
従

業
員
の
消
防
団
活
動
に
積
極
的
に

配
慮
し
て
い
る
こ
と
」
な
ど
が
認

定
基
準
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
長
門

市
に
お
い
て
も
９
事
業
所
が
消
防

団
協
力
事
業
所
と
し
て
認
定
さ
れ

て
お
り
、
事
業
所
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
得
る
こ
と
で
、
地
域
の
防

災
体
制
が
よ
り
一
層
充
実
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。　
　

　

長
門
市
の
安
心
安
全
を
守
る
た

め
、
そ
し
て
消
防
団
員
と
し
て
活

動
し
や
す
い
環
境
整
備
の
た
め
に

ぜ
ひ
、
多
く
の
事
業
所
の
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
防
災
体
制
の
強

化
の
た
め
、
自
治
会
単
位
で
初
期

消
火
訓
練
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
消
防

署
ま
で
連

絡
し
て
く

だ
さ
い
。

「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」

　
　
　
　
　
を
ご
存
知
で
す
か
？

睡眠キャンペーン
キャラクター

気づいて SOS
のサイン
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こ
ん
に
ち
は
☆

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
！

長
門
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
℡
23 ‐
１
２
４
４

〜
高
齢
者
の
権
利
擁
護
〜

　

介
護
保
険
制
度
な
ど
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
は
、
自
分
で
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
選
び
、
契
約
を
結

ん
で
利
用
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

し
か
し
、
認
知
症
な
ど
に
よ

り
自
分
の
判
断
能
力
に
不
安
が

あ
る
高
齢
者
は
、
ど
の
よ
う
な

福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
か
、

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
の
か
な
ど
、
様
々

な
場
面
で
判
断
に
迷
い
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
日
々
の
暮
ら
し
に
必
要
な

お
金
の
管
理
に
困
っ
た
り
、
悪

質
商
法
の
被
害
に
遭
う
な
ど
の

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま

れ
る
場
合
も
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
高
齢
者
の
権
利

を
擁
護
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
生
活
が
出
来
る
よ

う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
制
度
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
成
年
後
見
制
度

　

成
年
後
見
制
度
は
、
判
断
能

力
が
不
十
分
な
高
齢
者
が
日
常
生

活
で
損
害
を
受
け
な
い
よ
う
に
法

的
に
保
護
す
る
制
度
で
す
。
不
動

産
や
預
貯
金
な
ど
の
財
産
管
理
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
入
所
に
関

す
る
契
約
な
ど
が
難
し
い
場
合
に

利
用
で
き
ま
す
。

　

悪
質
商
法
な
ど
、
自
分
に
不
利

益
な
契
約
で
あ
っ
て
も
適
切
な
判

断
が
で
き
ず
に
契
約
を
結
ん
で
し

ま
う
な
ど
の
被
害
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

　

財
産
管
理
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利

用
に
関
す
る
契
約
等
の
法
律
行
為

全
般
を
行
う
成
年
後
見
制
度
に
対

し
て
、
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

は
、
利
用
者
が
で
き
る
限
り
地
域

で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
制
度

で
す
。
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い

人
（
契
約
内
容
が
理
解
で
き
る
こ

と
が
前
提
で
す
）
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
援
助
や
日
常
的
な
金
銭

管
理
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
行
い
、
高

齢
者
の
権
利
を
守
る
も
の
で
す
。

第
19
回  

長
門
市
美
術
展

市
長
賞
（
大
賞
）

松
本
　
実
佳
（
書
・
油
谷
川
尻
）

市
議
会
議
長
賞

有
吉
　
昇
（
写
真
・
油
谷
久
富
）

市
教
育
長
賞

小
川
　
浩
一
（
絵
画
・
日
置
上
）

長
門
文
化
協
会
長
賞

森
福
　
千
恵
子（
工
芸
・
彫
塑
・
油
谷
河
原
）

特
　
選

中
島
　
康
子
（
書
・
油
谷
河
原
）

早
川
　
恵
（
書
・
西
深
川
）

伊
藤
　
聰
（
写
真
・
油
谷
新
別
名
）

宮
﨑
　
茂
（
写
真
・
油
谷
河
原
）

河
野
　
和
男
（
絵
画
・
東
深
川
）

重
村
　
博
美
（
絵
画
・
渋
木
）

今
浦
　
照
之（
工
芸
・
彫
塑
・日
置
上
）

藤
野
　
明
子（
工
芸
・
彫
塑
・三
隅
下
）

入
　
選

中
野
　
雅
美
（
書
・
西
深
川
）

西
村
　
優
香
（
書
・
油
谷
後
畑
）

三
宅
　
和
貴
（
書
・
油
谷
川
尻
）

小
田
　
昭
雄
（
写
真
・
三
隅
上
）

杉
山
　
和
郎
（
写
真
・
渋
木
）

中
野
　
紀
男
（
写
真
・
日
置
中
）

近
藤
　
晃
生
（
絵
画
・
東
深
川
）

中
村
　
伸
之
（
絵
画
・
西
深
川
）

橋
本
　
千
鶴
子
（
絵
画
・
西
深
川
）

大
深
　
栄
（
工
芸
・
彫
塑
・
仙
崎
）

岸
根
　
正
明
（
工
芸
・
彫
塑
・
仙
崎
）

佳
　
作

大
林
　
こ
の
え
（
書
・
日
置
上
）

末
永
　
洋
幸
（
写
真
・
油
谷
新
別
名
）

中
川
　
憲
次
（
写
真
・
深
川
湯
本
）

西
村
　
岩
雄
（
写
真
・
三
隅
中
）

井
出
　
啓
一
（
絵
画
・
日
置
中
）

柴
田
　
昌
俊
（
絵
画
・
油
谷
新
別
名
）

白
石
　
悦
子
（
絵
画
・
通
）

廣
田
　
松
一
（
工
芸
・
彫
塑
・
仙
崎
）

福
谷
　
馨（
工
芸
・
彫
塑
・油
谷
川
尻
）

村
田
　
佐
保
子（
工
芸
・
彫
塑
・東
深
川
）

■
問
い
合
わ
せ
　
企
画
政
策
課
企
画

　
調
整
係　
　
　
℡
23
‐
１
２
２
９

　
２
月
９
日
か
ら
17
日
ま
で
、
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
文
化
情
報
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
「
第
19
回
長
門
市
美
術
展
」

が
開
催
さ
れ
、
工
芸
・
彫
塑
、
書
、
写
真
、
絵
画
の
４
部
門
に
98
点
の
力
作
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▲左から小川さん、松本さん、有吉さん、森福さん

▲長門市長賞
　（近代詩 )HYの詩


